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　今年の夏も自然の怖さを思い知らされた。異常気象による集中豪雨が甚大な被害をもたらし、

その後は「命に関わる危険な暑さ」が連日トップニュースとして繰り返される猛暑が続いた。「命

に関わる危険な暑さ」による代表的な疾患は熱中症である。中でも高齢者と子どもはその危険が

高く、危険回避のためにはエアコンが必須であろう。平成 29年度の文部科学省による空調（冷

房）設置についての調査結果では、全国の公立小中学校における普通教室・特別教室での設置率

は 41.7％で、自治体での差が顕著（0～ 100％）であり、かつ暑い地域の設置率が必ずしも高

くはなかった。因みに山口県の公立小中学校でのエアコン設置率は 20％未満で、全国的にもか

なり低い。設置の有無は市区町村自治体の判断に委ねられており、未設置の主な理由が財政負担

であろうことは容易に想像できる。市区町村のみに判断を委ねるような状況では、もはや解決は

困難であり、国や都道府県が更なる対策をすべきであろう。国や県への要望には県医師会の出番

もあるが、市町と関係が深い郡市医師会や学校医からの助言・提言が効果的かもしれない。この

拙文を読まれる頃には秋を感じられていることを願うが、「命に関わる危険な暑さ」の夏（春～秋）

に備えて小中学校のエアコン設置率を 100％にすることを急ぎたい。　

　（副会長　今村　孝子）
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次の会員がご逝去なさいました。謹んで哀悼の意を表します。

和　田　鵬　亮　　 氏　　下関市医師会　 7 月 16日　享　年　90

木　下　敬　介　　 氏　　長門市医師会　 8 月   4 日　享　年　76

三　浦　正　伍　　 氏　　徳　山医師会　 8 月   6 日　享　年　90

谷　本　欣　徳　　 氏　　山口市医師会　 8 月 17日　享　年　71


